
【野球部】
○第138回北信越地区高
等学校野球新潟県大会
2回戦10－13新潟産大附属

【バスケットボール部】
◆男子
○第72回近県バスケット
ボール大会
2回戦89－53長岡商業
3回戦58－78村上
○春季上越地区大会
第3位
○県総体　ベスト8
4回戦68－56村上
準々決勝46－87帝京長岡
◆女子
○第72回近県バスケット
ボール大会
1回戦55－53新潟南
2回戦67－82松商学園
○春季上越･佐渡地区大会
第3位
○県総体　ベスト16
2回戦92－55六日町
3回戦84－49新潟江南
4回戦73－109長岡大手

【バレーボール部】
◆男子
○柏崎選手権　第3位
○春季地区大会
1回戦0－2糸魚川白嶺･海洋
○県総体

1回戦0－2新潟県央工業
◆女子
○柏崎選手権　優勝
決勝2－0長岡
○春季地区大会第3位
○県総体
2回戦0－2長岡商業

【サッカー部】
○春季地区大会
1回戦0－1上越総合技術

【ハンドボール部】
◆男子
○県総体
1回戦29－19巻
2回戦11－18柏崎工業
3位決定戦21－27長岡大手
◆女子
○春季地区大会　第3位
1回戦10－21新潟江南
3位決定戦13－12長岡大手
○県総体
1回戦8－17巻
3位決定戦10－16長岡大手

【陸上競技部】
◆男子
○春季上越･中越地区大会
	 200ｍ	 4位	山﨑智晴
	 400ｍH	 4位	小林陸玖
	 	 6位	村田大和
	 3000mSC	4位	毛見　直
	 4×100ｍR　8位
山﨑、生田、秋元、君島

	 棒高跳	 2位	生田峰之
	 	 5位	小林陸玖
	 三段跳	 1位	和田栄祐
	 砲丸投	 6位	前田瑛藍
○県総体
	 100ｍ	 8位	山﨑智晴
	 400ｍH	 8位	小林陸玖
	 棒高跳	 1位	生田峰之
	 	 3位	小林陸玖
	 砲丸投	 6位	前田瑛藍
以上生田､ 小林､ 前田

の3名北信越大会出場
◆女子
○春季上越･中越地区大会
	 100ｍ	 6位	小野花織
	 	 7位	渡邊祐加
	 800ｍ	 8位	 玉木そよ花
	 100ｍH	 7位	松井愛音
	 4×100ｍR　6位
小野、勝海、松井、渡邊

	 走高跳	 5位	真貝　葵
	 棒高跳	 2位	勝海新奈
	 	 3位	小野花織
	 	 7位	朝賀里桜
	 走幅跳	 3位	小野花織
	 円盤投	 7位	伏江眞奈
○県総体
	 棒高跳	 3位	勝海新奈
	 	 4位	小野花織
	 走幅跳	 7位	小野花織
以上勝海､ 小野の2名
北信越大会出場

【ソフトテニス部】
◆男子
○春季上越地区大会
個人戦　ベスト8
　村山海斗・金子祐大
　県総体出場権獲得
団体戦　第3位
　2回戦2－1上越総合技術
　準決勝1－2新潟産大附属
　3位決定戦2－0糸魚川
○県総体
個人戦　3ペア出場
団体戦　ベスト16
　2回戦2－1長岡
　3回戦0－2新発田中央
◆女子
○春季柏崎市ソフトテニ
ス大会
個人戦
優勝
田村真奈実・品川明里
ベスト4

加藤柚衣・猪浦春香
ベスト4
小熊彩加・本多優依

○春季上越地区大会
個人戦
ベスト4
加藤柚衣・猪浦春香
ベスト8
田中沙歩・佐藤花帆
ベスト16
田村真奈実・品川明里
ベスト16
小熊彩加・本多優衣
以上4ペア県総体出
場権獲得

団体戦　準優勝
2回戦3－0柏崎常盤
準決勝2－1高田北城
決勝　0－2高田商業

○県総体
個人戦
ベスト8
田村真奈実・品川明里
北信越大会、インター
ハイ出場権獲得
団体戦　ベスト8
2回戦3－0帝京長岡
3回戦2－1三条
準々決勝0－2北越

【卓球部】
◆男子
○春季上越地区大会
学校対抗戦8位
シングルス戦
ベスト8　新保雄也
県総体出場権獲得

○県総体
ダブルス戦
ベスト16　新保･佐藤ペア
出場　　　桜井･栗田ペア

シングルス戦
15位　新保雄也

◆女子

○春季上越地区大会
学校対抗戦4位
県総体出場権獲得

シングルス戦	
ベスト16　高橋沙弥
　　　　　松木　礼
　　　　　村田玲菜
ベスト24　関矢千乃
　　　　　澤田理央
　　　　　寺澤茉奈香
以上6名県総体出場
権獲得

○県総体
学校対抗戦
1回戦3－0国際情報
2回戦0－3開志国際

ダブルス戦　出場
安中･高橋　村田･松木
関矢･佐藤

シングルス戦出場上記
6名

【バドミントン部】
◆男子
○春季地区大会
シングルス1位
　佐々木葉
ダブルス　3位
佐々木葉･水品龍馬

○県総体
学校対抗戦
2回戦3－0西新発田
3回戦3－0糸魚川
4回戦0－3佐渡総合

シングルス　出場
佐々木葉

ダブルス　出場
　佐々木葉･水品龍馬
◆女子
○春季地区大会
ダブルス　1位
　小笠原葵・北村奈緒
○県総体
学校対抗戦

2回戦3－1小千谷西
3回戦1－3村上

ダブルス　ベスト8
小笠原葵・北村奈緒

【テニス部】
◆男子
○県総体
団体1回戦0－3村上桜ヶ丘
◆女子
○春季地区大会
シングルス
準優勝　須田千晴
第3位　　小田知世
ベスト8　志賀　南
　　　　内川綾菜
ベスト16　新澤莉菜

ダブルス
準優勝
　須田千晴･室井英菜
ベスト4
　志賀南･新澤莉菜
ベスト8
　内川綾菜･小田知世
　新沢彩乃･田中祐衣
　近藤梨乃･湯本真奈

○県総体
団体　ベスト8
2回戦2－1長岡工業
3回戦2－1直江津中等
準々決勝0－2新潟第一

【弓道部】
○県総体
個人男子　準決勝進出
　大橋和央　矢部啓太

【写真部】
○高文連写真専門部
第22回撮影大会
最優秀賞　小黒凌輔
入選　　　白井聖也
　　　　　横村百音

【吹奏楽部】
○第14回演奏会開催
　3月31日アルフォーレ
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同
封
の

「
住
所
不
明
者
連
絡
カ
ー
ド
」
の

　
　
消
息
欄
に
て
、
ご
存
知
の
方
の

　
　
　
整
理
番
号
・
氏
名
・
住
所
を

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

入
学
し
た
年
の
十
二
月

「
服
装
自
由
化
宣
言
」
の
下
、

制
服
が
廃
止
に
な
り
ま
し

た
。
服
装
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
自
主
性
尊
重
の
校
風

で
、
先
生
方
も
勉
強
を
強
要

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
そ
れ
に
伴
う
責
任
を

皆
無
意
識
に
自
覚
し
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
自
分
は
と
い

う
と
早
々
進
路
に
つ
い
て
楽

な
方
向
に
舵
を
切
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
頑
張
る
級
友

を
尻
目
に
受
験
勉
強
も
せ
ず

運
動
部
に
籍
を
置
く
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ

で
良
い
と
思
う
反
面
、
後
ろ

め
た
さ
も
あ
り
「
う
ま
く
言

え
な
い
気
持
ち
」
を
抱
え
な

が
ら
、
た
だ
流
れ
て
い
く
時

間
に
焦
り
を
感
じ
る
毎
日
で

し
た
。

　

三
年
で
図
書
委
員
に
な
り

ま
し
た
。
米
峰
会
館
の
位
置

に
あ
っ
た
図
書
館
は
、
木
造

校
舎
に
似
合
う
落
ち
着
い
た

佇
ま
い
の
建
物
で
し
た
。
本

に
囲
ま
れ
、
受
験
勉
強
に
励

優
し
さ
と
居
場
所

当
番
幹
事
　
小
林
眞
実
子
（
高
28
回
）

む
級
友
を
眺
め
つ
つ
、
カ
ウ

ン
タ
ー
で
ぼ
ん
や
り
し
て
い

る
時
間
は
安
ら
ぎ
で
し
た
。

　

高
二
十
八
回
生
は
在
校
時

一
回
の
文
化
祭
を
三
年
で
再

度
開
催
。
あ
る
ク
ラ
ス
は
当

日
中
庭
の
池
掃
除
ま
で
行
う

な
ど
ユ
ニ
ー
ク
で
行
動
的
な

学
年
で
し
た
が
、
他
者
の
苦

悩
を
自
分
の
身
に
振
り
替
え

る
こ
と
の
で
き
る
心
優
し
い

仲
間
ば
か
り
で
し
た
。「
ど

ん
な
生
徒
に
も
居
場
所
が
あ

る
」
こ
れ
か
ら
も
母
校
が

そ
ん
な
高
校
で
あ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
仕
事
の
関

係
で
柏
崎
を
離
れ
、
遠
い
空

の
下
で
一
人
日
々
過
ご
し
て

い
ま
す
。
当
番
幹
事
と
い
う

立
場
で
あ
り
な
が
ら
、
何
も

で
き
ず
非
常
に
心
苦
し
い
で

す
が
、
他
の
幹
事
の
が
ん
ば

り
に
大
変
感
謝
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
一
人
暮
ら
し
は

約
三
十
年
ぶ
り
で
す
が
、
月

一
回
は
柏
崎
に
帰
省
す
る
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
さ
す
が

に
学
生
の
時
の
一
人
暮
ら
し

と
は
些
か
違
う
感
じ
で
は
あ

り
ま
す
。
今
思
え
ば
、
私
に

と
っ
て
高
校
時
代
は
正
に
青

春
真
っ
た
だ
中
、
か
け
が
え

の
な
い
時
間
だ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
の
当
時
の
学

友
達
・
先
生
方
の
お
陰
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
の
頃
流

行
っ
た
音
楽
が
聴
こ
え
た
り

す
る
と
、
高
校
時
代
の
懐
か

し
い
思
い
出
が
浮
か
ん
で
き

ま
す
。
柏
崎
を
離
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
強
く
意
識
し
て

し
ま
う
の
か
も
。
い
や
、
単

に
年
を
取
っ
た
だ
け
で
す
ね
。

　

さ
て
、
我
ら
高
三
十
四
回

の
同
期
会
を
開
催
し
て
、
早

十
年
が
経
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
あ
の
時
誓
っ
た
次

の
開
催
は
、
目
途
も
立
っ
て

い
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て

い
ま
す
が
、
同
窓
会
へ
の

参
加
や
幹
事
の
集
会
な
ど
を

通
し
て
、
少
し
ず
つ
ま
た
高

三
十
四
回
の「
キ
ズ
ナ
」を
強

め
、
実
現
で
き
た
ら
い
い
な

あ
と
、
遠
い
空
の
下
で
考
え

て
い
ま
す
。

た
び
の
空
か
ら

当
番
幹
事
　
関 

矢 

博 

明
（
高
34
回
）

　

今
春
の
異
動
に
よ
り
、
上

越
市
に
あ
り
ま
す
高
田
農
業

高
等
学
校
か
ら
着
任
し
ま
し

た
。
柏
崎
市
の
勤
務
は
初
め

て
の
経
験
で
す
が
、
水
泳
を

し
て
い
た
関
係
で
何
度
も
訪

れ
、
何
人
か
の
同
窓
の
方
と

も
交
流
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
異
動
は
何
か
縁
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、日
頃

か
ら
学
校
の
教
育
活
動
に
ご

理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

創
立
百
十
八
年
の
伝
統
校

着
任
の
ご
挨
拶

校
長　

熊 

倉 

　 

肇

に
勤
め
、
自
主
自
律
、
右
文

尚
武
な
ど
の
校
風
や
伝
統
を

感
じ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら

の
こ
と
が
引
き
継
が
れ
大
切

に
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
同
窓

の
方
が
誇
り
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　

生
徒
の
活
動
か
ら
は
、
生

徒
の
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま

す
が
、
更
に
伸
ば
し
、
引
き

出
す
と
と
も
に
、
人
間
性
豊

か
で
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の

変
化
に
対
応
し
、
地
域
に
も

貢
献
で
き
る
よ
う
、
人
と
し

て
の
成
長
も
目
指
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、こ
れ
ま
で
の
校

風
や
伝
統
を
継
承
し
、
進
路

や
部
活
動
等
に
お
け
る
実
績

を
継
続
、
向
上
を
図
り
な
が

ら
、
今
後
の
社
会
状
況
の
変

化
に
伴
う
新
た
な
教
育
課
題

へ
の
対
応
に
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

会
長
の
土
田
様
始
め
同
窓

会
の
皆
様
に
は
、今
後
と
も

学
校
の
取
組
に
ご
理
解
、ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

８月４日（土）／柏崎市産業文化会館
記念文化講演会〔文化ホール（１F）〕（一般公開･入場無料）

  （開　場：14：00）
 　講演会：14：30 ～ 16：00
総　会・懇親会〔大ホール（3F）〕（会費3,500円）

  （開　場：16：00）
 　母校吹奏楽部演奏：16：35 ～
 　総　会：17：00 ～
 　懇親会：18：00 ～ 20：00
　　　　　　　　　　 招待恩師
　　•近藤　　亘 先生〔英語〕（1991-2000）
　　•丸山　　実 先生〔保体〕（1990-2000）

柏中・柏高同窓会 総会
2018年

●講 師 紹 介
　

▲
新潟県柏崎市出身。県立柏崎高等学校、昭和大学薬学部卒。

　　薬剤師、臨床検査技師。広島県在住。
　　1994年より海外での医療支援および交流活動開始。
　　2010年アニメ「ジュノー」を完成。
　

▲

受賞
　　第９回ヨーロッパアニメ映画祭「バルカニマ2012」
 （セルビア・ベオグラード市）
　　“Animation Day in Cannes” （仏・カンヌ市）
　　“4th Montreal International Animation Film Festival”
 （カナダ・モントリオール市）
　　“World of Film: International Festival Glasgow” 
 （英国・グラスゴー市）
　　“Smile International Film Festival for Children & Youth”
 （インド・ニューデリー市）
　

▲

著書　絵本「ジュノー」／「イラン毒ガス被害者とともに」
　（津谷氏については、本紙３面｢がんばれ！同窓生｣でも紹介されております）

●演　題　「心の薬」
●講　師　NPO法人モースト理事長  津谷 静子 氏 (高25回卒）

記念文化講演会

　

さ
る
四
月
二
十
三
日
に
同

期
の
緊
急
会
議
を
開
い
た
。

議
題
は
八
月
四
日
（
土
）
の

柏
中
・
柏
高
同
窓
会
の
記
念

文
化
講
演
会
の
講
師
の
最
終

選
考
で
あ
っ
た
。

　

三
年
前
の
同
窓
会
二
次
会

で
も
同
じ
蒔
之
鼓
の
同
じ
部

屋
に
集
ま
っ
て
、「
誰
が
い

い
、
ま
ず
候
補
を
あ
げ
て
み

よ
う
」
と
、
三
年
後
の
計
画

は
始
動
し
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、総
意
と
し
て『
津

谷
静
子
さ
ん
』
に
絞
ら
れ
た

が
、
正
直
私
は
知
ら
な
か
っ

た
。
恥
ず
か
し
か
っ
た
。

　

即
日
、
実
弟
を
通
じ
現
在

も
イ
ラ
ン
で
医
療
支
援
活
動

を
継
続
中
の
本
人
に
連
絡
を

取
り
、承
諾
を
い
た
だ
い
た
。

　

津
谷
さ
ん
は
、
過
去
に
ス

イ
ス
医
師
の
生
涯
を
描
い
た

ア
ニ
メ
映
画
『
ジ
ュ
ノ
ー
』

の
制
作
も
手
掛
け
た
が
、
今

度
は
逆
に
支
援
い
た
だ
い
た

イ
ラ
ン
の
方
々
が
津
谷
さ
ん

の
映
画
を
つ
く
ろ
う
と
動
き

出
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
八
月
四
日
の
記

念
文
化
講
演
会
に
も
現
地
の

ス
タ
ッ
フ
が
同
行
し
て
密
着

取
材
を
計
画
中
と
か
…
。

　

そ
ん
な
展
開
と
な
り
、
無

知
な
私
ま
で
ワ
ク
ワ
ク
し
て

同
期
の
誇
り

当
番
幹
事
長
　
白 
川 

信 

彦
（
高
25
回
）

き
た
。
出
身
中
学
校
も
違
う

私
は
顔
も
ほ
ど
ん
ど
知
ら
な

い
が
、『
同
期
の
誇
り
』と
し

て
当
日
は
お
迎
え
し
た
い
。

　

ぜ
ひ
高
二
十
五
回
卒
の
皆

さ
ん
、
八
月
四
日
は
津
谷
さ

ん
の
講
演
が
あ
る
産
業
文
化

会
館
文
化
ホ
ー
ル
に
集
ま
り

ま
し
ょ
う
。
そ
の
後
は
津
谷

さ
ん
を
囲
ん
だ
パ
ー
テ
ィ
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
他
の
期
の
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■会員の「住所変更・訂正」「物故」の連絡は、上記の
　①郵便　②ファックス　③Ｅ・メールでお願いいたします。
■正確を期すため、④電話での連絡はできるだけ避けてください。
■特に、「物故」の連絡は、必ず ① ② ③ でお願いいたします。

① 郵 便 〒945-0065 柏崎市学校町4-1
　　　新潟県立柏崎高等学校
　　　柏中・柏高同窓会 事務局

② ファックス 0257（35）7838
③ Ｅ・メール dotoh@kzh.biglobe.ne.jp
④ 電　話 0257（35）7839

連絡先
事務局より

（事務局より）

母
校
の
今
年
度
進
路
状
況

　

柏
崎
高
等
学
校
の
平
成
30
年
大
学
入
試
の
結
果
が
ま

と
ま
っ
た
。
卒
業
生
178
名
中
、
国
公
立
大
学
進
学
者
は

59
名
、
私
立
大
学
進
学
者
は
79
名
、
短
期
大
学
11
名
、

専
門
学
校
17
名
、
就
職
2
名
、
そ
の
他
10
名
と
い
う
結

果
と
な
っ
た
。
四
年
制
大
学
と
短
期
大
学
を
合
わ
せ
た

大
学
等
進
学
率
は
83
・
7
％
で
、
昨
年
よ
り
３
・
７
％

上
昇
し
た
。
難
関
国
立
大
学
は
一
橋
大
学
1
名
、
東
北

大
学
3
名
、
筑
波
大
学
1
名
の
5
名
、
準
難
関
大
に
千

葉
大
学
1
名
、
そ
の
他
、
金
沢
大
学
に
3
名
進
学
す
る

な
ど
健
闘
し
た
。
定
員
厳
格
化
に
起
因
す
る
私
大
の
難

化
に
よ
り
、
首
都
圏
志
向
は
若
干
薄
れ
、
手
堅
く
地
方

国
公
立
大
学
を
志
望
す
る
傾
向
が
顕
著
と
な
っ
て
き
て

お
り
、
県
内
大
学
へ
の
進
学
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
大

学
別
の
進
学
者
数
は
次
の
通
り
。

[国公立大学] 大　学 進学
神奈川工科 1
鎌倉女子 1
東京工科 1
新潟医療福祉 5
新潟工科 1
新潟産業 1
新潟食糧農業 1
新潟青陵 3
新潟薬科 4
金沢工業 3
金沢青稜 1
北陸 1
岐阜医療科学 1
名城 1
大谷 1

大　学 進学
青森公立 2
弘前 1
東北 3
宮城 1
秋田 1
山形 1
福島 1
茨城 2
筑波 1
群馬 1
高崎経済 1
前橋工科 2
埼玉 1
千葉 1

大　学 進学
一橋 1
長岡技術科学 3
新潟 14
新潟県立 4
新潟県立看護 2
富山 4
富山県立 1
金沢 3
都留文科 1
山梨県立 1
信州 1
長野 2
静岡 1
山口 2

大　学 進学
山形県立米沢女子短大 1
大月短大 3
新潟青陵大短期大学部 3
新潟中央短大 1
日本歯科大新潟短大 2
池坊短大 1

［私立大学］
大　学 進学

東北医科薬科 1
奥羽 1
白鴎 2
埼玉工業 1
獨協 1

大　学 進学
文教 2
千葉科学 1
千葉工業 3
千葉商科 1
北里 1
國學院 2
国士館 1
駒澤 3
実践女子 1
専修 2
創価 1
大東文化 1
中央 1
津田塾 1
多摩美術 2

大　学 進学
帝京 1
東京医療学院 1
東京家政 1
東京経済 1
東京造形 1
東京未来 1
東洋 2
日本 5
日本女子 1
法政 2
武蔵野 1
武蔵野美術 1
明治学院 2
立教 1
神奈川 3

[短期大学]

転
出
者
・
退
職
者

職　名 教科(科目)等 氏　名 転出先等
校　長 藤 井 泰 昭 定年退職　
教　頭 岡 田 淳 新潟西高校
教　諭 地歴公民 藤 原 圭 高田南城高校
教　諭 地歴公民 樋 口 元 糸魚川白嶺高校
教　諭 数学 藤 田 明 栃尾高校
教　諭 数学 川 上 泰 史 正徳館高校
教諭(再任用） 理科（化学） 井 部 利 光 退職　高田高校
教　諭 理科（物理） 渡 辺 和 恵 羽茂高校
教　諭 保健体育 大 越 篤 新潟向陽高校
教　諭 英語 伊 藤 修 一 定年退職　長岡高校
教　諭 英語 小山よしみ 長岡工業高校
常勤講師 保健体育 砂 原 拓 翔 退職　富山県へ
非常勤講師 数学 渡 邊 晃 退職
非常勤講師 英語 宮 島 俊 郎 退職
学校技術員 平 野 忍 定年退職　柏崎翔洋中等教育学校
庶務係長 渡部津栄武 農業総合研究所
一般非常勤職員 石 黒 順 子 退職
一般非常勤職員 柴 野 優 子 退職

転
　
入
　
者

職　名 教科(科目)等 氏　名 転入元等
校　長 熊 倉 肇 高田農業高校
教　頭 田 中 健 新発田高校
教　諭 地歴公民 和 田 光 浩 長岡高校
教　諭 地歴公民 風 間 春 菜 十日町高校
教　諭 数学 中 原 健 二 栃尾高校
教　諭 数学 手塚小太郎 六日町高校
教諭(再任用） 数学 飯 田 稔 高田高校
教　諭 理科（化学） 吉 樂 雅 典 十日町高校
教　諭 理科（物理） 大 竹 友 長岡大手高校
教　諭 保健体育 猪 爪 正 和 長岡工業高校
教　諭 英語 色部由佳理 津南中等教育学校
教　諭 英語 長 原 裕 子 高田高校
常勤講師 保健体育 平 田 一 成 新採用

一般非常勤職員 白 井 辰 夫 新規
庶務係長 五十嵐 勉 南魚沼振興部
一般非常勤職員 大橋久美子 新規
一般非常勤職員 皆 川 恵 子 新規

平成29年度末・30年度初 新潟県立柏崎高等学校人事異動
　

四
月
、「
イ
チ
ニ
ー
サ
ン

シ
ー
」
と
、
先
輩
達
が
柏
高

体
操
を
一
年
生
に
披
露
し
て

い
た
。
当
然
だ
が
、
こ
の
体

操
を
柏
高
生
は
三
年
間
行
う

の
だ
。
完
璧
と
は
い
か
な
い

が
、
途
中
、
や
や
難
し
い
動

き
が
入
っ
て
い
る
の
は
何
年

経
っ
て
も
忘
れ
な
い
。
全
て

の
高
校
に
学
校
独
自
の
体
操

が
あ
る
と
思
っ
て
い
た
時
期

が
あ
る
が
、
そ
れ
が
違
う
と

わ
か
っ
た
時
は
驚
い
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
他
の
学
校
に
は

な
い
、柏
高
独
自
の
新
旧
様
々

な
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
い

く
の
だ
ろ
う
。

編
集
後
記

各部活動の足跡

北信越大会出場
ソフトテニス部女子
陸上部

インターハイ出場
ソフトテニス部女子



　

今
年
度
か
ら
柏
崎
市
に
新

設
さ
れ
た
「
元
気
発
信
課
」

の
課
長
を
拝
命
し
た
植
木
で

す
。
昨
年
、市
長
が
皆
様
に
、

御
挨
拶
と
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の

呼
び
か
け
を
致
し
ま
し
た
の

で
、
今
年
は
担
当
部
署
と
し

て
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

柏
崎
市
で
は
、
平
成
29
年

度
か
ら「
定
住
人
口
の
増
加
」

を
目
標
の
一
つ
に
掲
げ
、
そ

の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
若
者

が
生
き
生
き
と
生
活
を
送

り
、
そ
の
姿
を
見
て
別
の
若

者
が
柏
崎
に
戻
ろ
う
と
す

る
。
そ
の
循
環
が
、
柏
崎

に
こ
れ
ま
で

関
わ
り
が
無

か
っ
た
若
者

を
引
き
つ
け

て
い
く
。
い

ず
れ
、
そ
れ

が
ま
ち
に
刺

激
を
与
え
て

元
気
に
し
て

い
く
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

故
郷
・
柏
崎
に
つ
い
て
、

「
住
ん
で
い
る
人
が
い
つ
ま

で
も
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま

ち
」
を
願
わ
な
い
方
は
い

ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
う
し
た
ま
ち
に
な
る

た
め
に
は
、
皆
様
が
気
持
ち

を
持
ち
寄
っ
て
頂
く
こ
と
が

必
要
不
可
欠
で
す
。

　

日
々
、
生
活
を
送
ら
れ
て

い
る
場
所
は
様
々
だ
と
思
い

ま
す
が
、
ど
こ
に
あ
っ
て
も

柏
崎
を
想
っ
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
が
想
い
を
形
に
し

て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

市
内
の
方
は
、
町
内
行
事

へ
参
加
し
、
え
ん
ま
市
に
は

家
族
と
出
か
け
て
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。
市
外
の
方
は
、

同
郷
の
仲
間
で
集
ま
っ
た
時

に
、
大
い
に
思
い
出
話
に
華

を
咲
か
せ
て
い
た
だ
き
、
柏

崎
に
ま
つ
わ
る
も
の
に
触
れ

た
際
に
は
周
り
の
友
人
・
知

人
に
お
話
し
く
だ
さ
い
。

　

応
援
の
方
法
と
し
て
、

「
柏
崎
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
も

あ
り
ま
す
。
現
在
、
約
４
，

０
０
０
人
の
方
に
ご
入
会
頂

き
、
定
期
的
に
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
で
柏
崎
の
情
報
を
お
届

け
し
て
い
ま
す
。
皆
様
か
ら

も
御
入
会
頂
き
、
柏
崎
を
応

援
す
る
第
一
歩
を
、
ぜ
ひ
お

願
い
し
ま
す
。

　

柏
崎
へ
の
想
い
を
忘
れ
な

い
で
頂
く
こ
と
。
柏
崎
へ
関

わ
る
方
が
増
え
て
い
く
こ

と
。
そ
の
気
持
ち
の
広
が
り

が
、
い
ず
れ
は
柏
崎
を
さ
ら

に
魅
力
あ
る
ま
ち
へ
と
し
て

い
く
と
考
え

ま
す
。

　

今
後
も
柏

中
・
柏
高
で

つ
な
が
る
仲

間
の
皆
様

の
、
ふ
る
さ

と
へ
の
気
持

ち
の
持
ち
寄

り
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
３
月
16
日

（
金
）、
柏
中
・
柏
高
同
窓
会

の
入
会
式
が
、
午
後
一
時
か

ら
柏
崎
市
民
プ
ラ
ザ
波
の

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
高
70
回
と
な
る
新

入
会
員
178
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
進
行
は
昨
年
度
卒
業
生

の
佐
藤
駿
介
君
で
す
。

　

土
田
新
吾
同
窓
会
長
（
高

16
回
）
か
ら
「
活
躍
さ
れ
て

い
る
先
人
・
先
輩
を
、
良
い

意
味
で
利
用
し
て
欲
し
い
」

と
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、

来
賓
の
、
東
京
柏
会
関
正
一

郎
幹
事
（
高
17
回
）、
関
西
柏

会
村
田
仙
二
会
長（
高
11
回
）、

新
潟
柏
会
山
田
修
会
長
（
高

17
回
）
か
ら
、
激
励
と
歓
迎

の
挨
拶
が
あ
り
、
最
寄
り
の

各
支
部
へ
の
連
絡
先
登
録
と
、

支
部
総
会
へ
の
出
席
要
請
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
開

設
さ
れ
た
「
同
窓
会
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
」
の
目
的
と
活
用

等
に
つ
い
て
、
管
理
者
の
吉

越
善
宗
氏
（
高
47
回
）
か
ら
、

案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昼
食
と
歓
談
の
中
で
参
加

者
は
三
年
間
の
思
い
出
を
か

み
し
め
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
第
70
回
生
幹
事
の

自
己
紹
介
と
代
表
伊
勢
隼
人

君
の
「
三
年
間
苦
し
い
時
も

楽
し
い
時
も
あ
っ
た
。
こ
れ

か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

全
力
で
頑
張
っ
て
行
き
た
い
」

と
の
力
強
い
挨
拶
が
あ
り
、

校
歌
・
応
援
歌
を
斉
唱
し
会

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
「
柏
崎
高
等
学
校
生
徒
育

成
資
金
」
は
故
山
田
順
太
郎

様
（
高
８
回
）
が
「
在
校
生

の
役
に
立
つ
事
に
使
っ
て
頂

き
た
い
」
と
い
う
御
遺
志
に

基
づ
き
遺
贈
さ
れ
た
金
融
資

産
に
よ
り
成
立
し
た
基
金
で

あ
り
ま
す
。
母
校
に
対
す
る

温
情
を
永
く
記
憶
に
留
め
、

本
校
の
教
育
水
準
の
向
上
と

教
育
理
念
に
沿
っ
た
人
材
育

成
の
糧
と
な
る
よ
う
、
同
窓

会
代
表
者
と
学
校
側
代
表
者

か
ら
な
る
「
柏
崎
高
等
学
校

生
徒
育
成
資
金
」
運
用
委
員

会
を
開
催
し
運
用
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
資

金
の
管
理
は
金
融
機
関
に
普

る
素
晴
ら
し
い
教
職
員
、
そ

し
て
高
い
志
を
持
ち
将
来
各

分
野
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
で
き
る
可
能
性
を
大
い
に

秘
め
た
生
徒
に
囲
ま
れ
、
大

変
有
意
義
で
充
実
し
た
日
々

で
あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
積
み

残
し
た
課
題
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
柏
高
職
員
一

同
「
チ
ー
ム
柏
高
」
と
し
て

更
な
る
高
み
と
進
化
を
目
指

し
て
き
た
成
果
が
着
実
に
出

て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

通
預
金
口
座
を
開
設
し
、
会

計
は
本
校
事
務
長
が
担
当
し

ま
し
た
。
毎
年
７
月
に
会
計

監
査
を
同
窓
会
監
事
が
行

い
、
本
部
総
会
で
会
計
報
告

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
３
月
を
も
ち
ま

し
て
、「
柏
崎
高
等
学
校
生

徒
育
成
資
金
」
運
用
委
員
会

の
慎
重
審
議
を
経
て
、
生
徒

育
成
資
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

全
額
活
用
さ
せ
て
頂
き
、
完

了
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
こ

こ
に
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

電
子
黒
板
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
、
図
書
館
整
備
費
、
生

徒
用
個
人
ロ
ッ
カ
ー
等
、
貴

重
な
資
金
を
生
徒
の
育
成
に

効
果
的
に
活
用
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
柏
崎
高
校
に
と
り

ま
し
て
は
、
教
育
環
境
の
更

な
る
充
実
・
発
展
の
た
め
に
、

多
大
な
お
力
添
え
を
賜
り
ま

し
た
。
山
田
順
太
郎
様
の
御

遺
志
を
本
校
の
生
徒
、
教
職

員
に
伝
え
、
感
謝
の
念
を
末

永
く
持
ち
続
け
、
今
後
も
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
精
進

す
る
こ
と
を
確
認
し
て
き
て

お
り
ま
す
。
山
田
順
太
郎
様

の
母
校
や
後
輩
に
対
す
る
ご

厚
情
に
対
し
深
甚
な
る
感
謝

の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
心

よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
は
３
月
末
を
も
ち
ま
し

て
県
立
柏
崎
高
等
学
校
を
最

後
に
定
年
退
職
し
ま
し
た
。

県
内
屈
指
の
輝
か
し
い
歴
史

と
伝
統
を
有
す
る
柏
崎
高
校

で
の
勤
務
は
、
そ
の
責
任
の

重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
と
同
時
に
、
大
変
光
栄
な

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
校
長

と
し
て
最
後
の
２
年
間
を
柏

崎
高
校
で
過
ご
す
こ
と
が
で

き
、
物
心
と
も
に
温
か
く
母

校
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
同

窓
の
皆
様
方
、
情
熱
あ
ふ
れ

柏
高
が
未
来
に
向
か
っ
て

「Progressing 

柏
高
」
で

あ
り
続
け
る
こ
と
を
強
く
確

信
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

同
窓
の
皆
様
方
の
常
に
温
か

い
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方

の
ご
健
勝
と
今
後
の
ま
す
ま

す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　

津
谷
静
子
さ
ん
は
広
島
市

在
住
で
薬
剤
師
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
モ
ー
ス
ト
の
会
」
の
理

事
長
を
務
め
る
。「
モ
ー
ス

ト
」
と
い
う
言
葉
は
ロ
シ
ア

語
で
「
橋
」
と
い
う
意
味
だ
。

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
医
療
支
援
を
通

し
て
広
島
か
ら
世
界
の
架
け

橋
に
な
る
こ
と
を
願
い
活
動

を
続
け
て
い
る
。

　
「
柏
崎
高
校
時
代
は
印
象

の
薄
か
っ
た
子
で
は
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
か
」
と
当
時
を

振
り
返
る
。
人
と
接
触
す
る

こ
と
が
苦
手
で
、
薬
剤
師
を

目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
（
昭

和
大
学
薬
学
部
卒
）。
そ
れ

が
人
生
が
変
わ
る
き
っ
か
け

に
な
る
と
は
当
時
は
想
像
も

し
て
い
な
か
っ
た
…
…
。

　

結
婚
を
機
に
広
島
に
住
ん

で
み
て
強
く
印
象
付
け
ら
れ

た
の
は
広
島
市
民
の
平
和
学

習
運
動
。
そ
れ
が
生
活
に
溶

け
込
ん
で
ご
く
普
通
に
行
わ

れ
て
い
た
。

　

広
島
は
世
界
で
唯
一
被
爆

し
た
ま
ち
。
毎
年
８
月
６
日

に
平
和
記
念
式
典
を
行
っ
て

い
る
。
広
島
市
は
１
９
９
２

年
、
ロ
シ
ア
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
へ
視
察
団
を
派
遣
し
た

が
、
そ
れ
に
同
行
。
さ
ら
に

チ
ェ
チ
ェ
ン
難
民
キ
ャ
ン
プ

を
訪
れ
た
。そ
し
て
イ
ラ
ン
・

イ
ラ
ク
戦
争
の
毒
ガ
ス
に
よ

る
惨
禍
も
実
際
に
見
る
こ
と

に
な
る
。
津
谷
さ
ん
は
毒
ガ

ス
被
害
に
よ
る
肺
が
ん
な
ど

の
後
遺
症
に
苦
し
む
人
か
ら

「
広
島
か
ら
来
た
の
か
。
こ

の
悲
惨
な
現
状
を
ぜ
ひ
世
界

に
訴
え
て
ほ
し
い
」
と
頼
ま

れ
た
と
い
う
。

　

そ
ん
な
縁
か
ら
彼
ら
を
平

和
式
典
に
招
い
た
と
き
そ
の

１
人
か
ら
尋
ね
ら
れ
た
。「
米

国
に
や
ら
れ
た
同
志
と
し
て

一
緒
に
米
国
を
血
の
一
滴
ま

で
攻
撃
し
よ
う
で
は
な
い
か
」

と
…
。
し
か
し
、
数
日
の
滞

在
で
そ
の
心
の
傷
は
癒
さ
れ

て
い
っ
た
。
津
谷
さ
ん
は「
心

の
薬
」
の
効
用
を
知
っ
た
。

　

ス
イ
ス
人
医
師
、
マ
ル
セ

ル
・
ジ
ュ
ノ
ー
は
そ
の
心
の

人
。
彼
は
被
爆
直
後
の
９
月

に
15
㌧
の
医
薬
品
を
運
び
込

ん
で
被
爆
者
を
救
っ
た
広
島

の
恩
人
だ
。
そ
の
偉
業
を
世

の
中
に
伝
え
た
い
と
津
谷
さ

ん
は
ジ
ュ
ノ
ー
の
絵
本
出
版

に
続
い
て
ア
ニ
メ
製
作
に
乗

り
出
す
。
し
か
し
、
製
作
費

の
募
金
は
必
要
額
に
は
る
か

に
届
か
な
い
。
日
本
赤
十
字

社
の
支
援
を
得
な
が
ら
も
文

科
省
の
助
成
金
獲
得
は
失
敗

に
終
わ
っ
た
。
そ
ん
な
と
き

に
津
谷
さ
ん
の
志
を
知
っ
た

人
た
ち
が
救
い
の
手
を
差
し

伸
べ
た
。
そ
の
心
に
し
み
る

顛
末
（
て
ん
ま
つ
）
は
今
年

の
柏
中
・
柏
高
同
窓
会
総
会

の
津
谷
さ
ん
の
記
念
講
演
で

ぜ
ひ
聴
い
て
ほ
し
い
。
感
動

の
物
語
が
待
つ
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ア
ニ
メ
「
ジ
ュ
ノ
ー
」
が
評

価
さ
れ
、
カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト

リ
オ
ー
ル
市
の
国
際
ア
ニ
メ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
ア
ニ
メ

平
和
賞
を
手
に
す
る
津
谷
静

子
理
事
長

桑
名
日
記
・
柏
崎
日
記

　

渡
辺
勝
之
助
は
、
幕
末
の

桑
名
藩
士
で
す
。
養
父
渡
辺

平
太
夫
の
跡
を
つ
ぎ
、
桑
名

城
下
で
一
生
を
終
え
た
の
で

あ
ろ
う
下
級
武
士
で
し
た
。

桑
名
藩
松
平
氏
祖
先
は
徳
川

家
康
と
血
縁
関
係
に
あ
る
名

門
で
す
。

　

勝
之
助
三
十
六
歳
の
時
、

「
御
役
替
」
で
越
後
柏
崎
へ

の
転
勤
が
命
じ
ら
れ
ま
し

た
。
桑
名
藩
で
十
四
万
石
の

内
、
越
後
領
は
約
半
分
の

八
万
石
を
し
め
て
い
ま
し

た
。
刈
羽
・
三
島
・
魚
沼
・

蒲
原
の
四
郡
の
支
配
が
柏
崎

陣
屋
で
す
。
大
久
保
の
高
台

に
あ
り
ま
し
た
。
彼
が
赴
任

し
た
天
保
十
年
は
天
保
の
大

飢
饉
の
最
後
の
年
天
保
八
年

に
お
こ
っ
た
、
生
田
万
の
乱

の
わ
ず
か
二
年
後
の
こ
と
で

す
。
桑
名
で
は
勝
之
助
は
藩

士
の
監
督
役
目
付
の
配
下
の

横
目
と
い
う
役
職
で
し
た

が
、
柏
崎
で
は
、
ソ
ロ
バ
ン

片
手
の
年
貢
米
を
計
算
す
る

勘
定
人
と
な
り
ま
し
た
。

家
族
と
の
別
れ

　

こ
の
御
役
替
で
勝
之
助
の

家
族
は
、
桑
名
と
柏
崎
に
別

れ
て
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
長
男
を
祖
父
母
に
あ

ず
け
、
勝
之
助
夫
婦
と
長
女

が
柏
崎
に
き
ま
し
た
。
こ
う

し
て
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た

一
家
は
、
日
常
生
活
を
記
し

た
日
記
を
交
換
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
き
ず
な
を
か
た
く

し
て
い
き
ま
す
。そ
れ
が「
桑

名
日
記
・
柏
崎
日
記
」
で
す
。

　

勝
之
助
が
越
後
の
風
土
に

な
じ
め
な
か
っ
た
以
上
に
、

妻
の
お
き
く
も
こ
の
異
国
に

な
じ
め
ず
、
病
弱
な
日
々
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
勝
之
助

は
郷
里
へ
の
手
紙
に
、
柏
崎

の
冬
を
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
ま
す
。「
明
け
方
よ
り
大

吹
雪
、
終
日
家
に
こ
も
り
、

外
に
出
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
雪
は
横
か
ら
、
あ
る
い

は
足
元
か
ら
ふ
き
あ
げ
る
。

ま
こ
と
に
鬼
国
の
有
様
で
あ

る
」。
桑
名
柏
崎
間
の
旅
程

は
約
十
日
で
し
た
。

柏
崎
陣
屋
で
の
任
務

　

勝
之
助
は
陣
屋
の
会
計
事

務
を
担
当
す
る
「
勘
定
人
」

と
、子
弟
の
教
育
を
行
う「
益

習
堂
」
の
指
南
、
さ
ら
に
は

裁
判
官
も
兼
ね
て
い
ま
し

た
。
身
分
は
低
い
で
す
が
有

能
な
官
吏
だ
っ
た
の
で
す
。

初
仕
事
は
、
そ
の
年
の
米
の

収
穫
量
を
し
ら
べ
、
年
貢

高
を
き
め
る
「
検
見
」
で
し

た
。
一
カ
月
に
及
ぶ
長
期
出

張
で
、村
々
を
ま
わ
り
ま
す
。

出
費
が
多
く
て
困
っ
た
よ
う

で
す
。
柏
崎
の
冬
を
や
っ
と

の
思
い
で
す
ご
し
た
こ
ろ
、

桑
名
の
平
太
夫
か
ら
便
り
が

届
き
ま
し
た
。
長
男
鐐
之
助

も
自
分
も
元
気
だ
と
あ
り
ま

し
た
。
桑
名
土
産
の
時
雨
蛤

も
ひ
さ
し
ぶ
り
で
す
。

　

現
在
、
役
所
の
仕
事
納
め

は
12
月
28
日
で
す
が
、
こ
の

当
時
の
陣
屋
の
年
の
瀬
の
出

仕
は
26
日
で
し
た
の
で
、
今

と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
す
。
大

晦
日
の
料
理
は
、
の
っ
ぺ
い

汁
、
大
根
、
香
の
も
の
。
酒

の
肴
は
煮
し
め
、
数
の
子
、

酢
ゴ
ボ
ウ
、
煮
大
豆
、
切
干

し
の
ひ
た
し
物
で
し
た
。
し

か
し
こ
の
年
、
勝
之
助
は
大

晦
日
の
泊
り
番
で
し
た
。

　

陣
屋
で
の
暮
ら
し
で
困
る

こ
と
は
、
同
役
の
接
待
、
同

役
振
る
舞
い
、
女
振
る
舞

い
、
さ
ら
に
は
子
供
振
る
舞

い
等
、
近
所
つ
き
あ
い
の
出

費
が
多
い
こ
と
で
し
た
。

　

し
か
し
楽
し
い
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
米
山
登
山
を
し

た
り
、
青
海
川
沖
で
舟
あ
そ

び
を
し
、
新
鮮
な
魚
介
で
酒

盛
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
妻

君
に
死
な
れ
、
自
分
も
と
う

と
う
故
郷
に
帰
れ
ず
、
柏
崎

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
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卒業回(卒業年/月） 件数 納入額
〔旧制中学校〕
30回（昭和９/３） 1 2,000
31回（昭和10/３） 0 0
32回（昭和11/９） 0 0
33回（昭和12/３） 0 0
34回（昭和13/３） 0 0
35回（昭和14/３） 2 4,000
36回（昭和15/３） 1 2,000
37回（昭和16/３） 2 4,000
38回（昭和17/３） 3 6,000
39回（昭和18/３） 1 2,000
40回（昭和19/３） 6 12,000
41回（昭和20/３） 11 22,000
42回（昭和20/３） 16 32,000
43回（昭和21/３） 5 10,000
44回（昭和22/３） 10 20,000
45回（昭和23/３） 8 18,000
46回（昭和24/３） 2 4,000
〔高等学校〕
１回（昭和24/３） 6 12,000
２回（昭和25/３） 20 40,000
３回（昭和26/３） 35 72,000
４回（昭和27/３） 37 76,000
５回（昭和28/３） 52 106,000
６回（昭和29/３） 62 152,000
７回（昭和30/３） 51 104,000
８回（昭和31/３） 58 116,000
９回（昭和32/３） 54 108,000
10回（昭和33/３） 58 118,000
11回（昭和34/３） 71 144,000
12回（昭和35/３） 51 102,000
13回（昭和36/３） 59 118,000
14回（昭和37/３） 69 142,000
15回（昭和38/３） 49 98,000
16回（昭和39/３） 62 124,000
17回（昭和40/３） 76 152,000
18回（昭和41/３） 110 220,000
19回（昭和42/３） 80 164,000
20回（昭和43/３） 98 200,000
21回（昭和44/３） 65 130,000
22回（昭和45/３） 77 156,000
23回（昭和46/３） 74 150,000
24回（昭和47/３） 50 99,000
25回（昭和48/３） 60 120,000
26回（昭和49/３） 42 93,000

卒業回(卒業年/月） 件数 納入額
〔高等学校〕
27回（昭和50/３） 61 122,000
28回（昭和51/３） 78 156,000
29回（昭和52/３） 42 84,000
30回（昭和53/３） 46 92,000
31回（昭和54/３） 47 96,000
32回（昭和55/３） 22 44,000
33回（昭和56/３） 36 74,000
34回（昭和57/３） 24 48,000
35回（昭和58/３） 29 58,000
36回（昭和59/３） 21 42,000
37回（昭和60/３） 22 44,000
38回（昭和61/３） 24 48,000
39回（昭和62/３） 19 38,000
40回（昭和63/３） 11 22,000
41回（平成元/３） 21 42,000
42回（平成２/３） 20 44,000
43回（平成３/３） 14 28,000
44回（平成４/３） 10 20,000
45回（平成５/３） 20 40,000
46回（平成６/３） 9 18,000
47回（平成７/３） 12 24,000
48回（平成８/３） 5 10,000
49回（平成９/３） 8 16,000
50回（平成10/３） 11 22,000
51回（平成11/３） 7 14,000
52回（平成12/３） 2 4,000
53回（平成13/３） 8 16,000
54回（平成14/３） 6 12,000
55回（平成15/３） 9 18,000
56回（平成16/３） 7 14,000
57回（平成17/３） 8 16,000
58回（平成18/３） 5 10,000
59回（平成19/３） 10 20,000
60回（平成20/３） 9 18,000
61回（平成21/３） 12 24,000
62回（平成22/３） 6 12,000
63回（平成23/３） 4 8,000
64回（平成24/３） 9 18,000
65回（平成25/３） 7 14,000
66回（平成26/３） 12 24,000
67回（平成27/３） 15 30,000
68回（平成28/３） 10 20,000
69回（平成29/３） 14 28,000

計 2,366 4,806,000

◆ 会費（同窓会運営費）を納めていただき、誠にありがとうございます。
◆ 会の円滑な運営のため、今後とも皆さまのご協力をお願い申し上げます。

運営費納入のお知らせ
（平成29年6月1日～平成30年5月31日）

村田仙二関西柏会会長村田仙二関西柏会会長村田仙二関西柏会会長 関正一郎東京柏会幹事関正一郎東京柏会幹事関正一郎東京柏会幹事 土田新吾同窓会長土田新吾同窓会長土田新吾同窓会長

高70回幹事代表伊勢隼人君高70回幹事代表伊勢隼人君高70回幹事代表伊勢隼人君 高70回幹事の皆さん高70回幹事の皆さん高70回幹事の皆さん 山田修新潟柏会会長山田修新潟柏会会長山田修新潟柏会会長

先輩の活躍に学ぼう

同窓会入会式第70回

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
に

御
協
力
を

柏
崎
市
総
合
企
画
部
元
気
発
信
課
長

植
　木
　
　馨

柏
崎
市
よ
り  

２

「
柏
崎
高
等
学
校
生
徒
育
成
資
金
」

　  

　
　  

　
終
了
の
御
報
告
と
御
礼 藤

　井

　泰

　昭
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心
の
効
用

心
の
効
用

心
の
効
用

心
の
効
用

２
０
１
７
年
６
月
29
日
、
サ

ル
ダ
シ
ュ
ト
（
イ
ラ
ン
北
西

部
の
化
学
兵
器
被
害
地
）
で

折
り
鶴
を
手
に
、
取
材
を
受

け
る
津
谷
静
子
理
事
長
（
中

央
）

柏崎市Ｕ・Ｉターン情報ステーション

http://kz-cs.com/funclub
柏崎ファンクラブ入会フォーム
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【野球部】
○第138回北信越地区高
等学校野球新潟県大会
2回戦10－13新潟産大附属

【バスケットボール部】
◆男子
○第72回近県バスケット
ボール大会
2回戦89－53長岡商業
3回戦58－78村上
○春季上越地区大会
第3位
○県総体　ベスト8
4回戦68－56村上
準々決勝46－87帝京長岡
◆女子
○第72回近県バスケット
ボール大会
1回戦55－53新潟南
2回戦67－82松商学園
○春季上越･佐渡地区大会
第3位
○県総体　ベスト16
2回戦92－55六日町
3回戦84－49新潟江南
4回戦73－109長岡大手

【バレーボール部】
◆男子
○柏崎選手権　第3位
○春季地区大会
1回戦0－2糸魚川白嶺･海洋
○県総体

1回戦0－2新潟県央工業
◆女子
○柏崎選手権　優勝
決勝2－0長岡
○春季地区大会第3位
○県総体
2回戦0－2長岡商業

【サッカー部】
○春季地区大会
1回戦0－1上越総合技術

【ハンドボール部】
◆男子
○県総体
1回戦29－19巻
2回戦11－18柏崎工業
3位決定戦21－27長岡大手
◆女子
○春季地区大会　第3位
1回戦10－21新潟江南
3位決定戦13－12長岡大手
○県総体
1回戦8－17巻
3位決定戦10－16長岡大手

【陸上競技部】
◆男子
○春季上越･中越地区大会
	 200ｍ	 4位	山﨑智晴
	 400ｍH	 4位	小林陸玖
	 	 6位	村田大和
	 3000mSC	4位	毛見　直
	 4×100ｍR　8位
山﨑、生田、秋元、君島

	 棒高跳	 2位	生田峰之
	 	 5位	小林陸玖
	 三段跳	 1位	和田栄祐
	 砲丸投	 6位	前田瑛藍
○県総体
	 100ｍ	 8位	山﨑智晴
	 400ｍH	 8位	小林陸玖
	 棒高跳	 1位	生田峰之
	 	 3位	小林陸玖
	 砲丸投	 6位	前田瑛藍
以上生田､ 小林､ 前田

の3名北信越大会出場
◆女子
○春季上越･中越地区大会
	 100ｍ	 6位	小野花織
	 	 7位	渡邊祐加
	 800ｍ	 8位	 玉木そよ花
	 100ｍH	 7位	松井愛音
	 4×100ｍR　6位
小野、勝海、松井、渡邊

	 走高跳	 5位	真貝　葵
	 棒高跳	 2位	勝海新奈
	 	 3位	小野花織
	 	 7位	朝賀里桜
	 走幅跳	 3位	小野花織
	 円盤投	 7位	伏江眞奈
○県総体
	 棒高跳	 3位	勝海新奈
	 	 4位	小野花織
	 走幅跳	 7位	小野花織
以上勝海､ 小野の2名
北信越大会出場

【ソフトテニス部】
◆男子
○春季上越地区大会
個人戦　ベスト8
　村山海斗・金子祐大
　県総体出場権獲得
団体戦　第3位
　2回戦2－1上越総合技術
　準決勝1－2新潟産大附属
　3位決定戦2－0糸魚川
○県総体
個人戦　3ペア出場
団体戦　ベスト16
　2回戦2－1長岡
　3回戦0－2新発田中央
◆女子
○春季柏崎市ソフトテニ
ス大会
個人戦
優勝
田村真奈実・品川明里
ベスト4

加藤柚衣・猪浦春香
ベスト4
小熊彩加・本多優依

○春季上越地区大会
個人戦
ベスト4
加藤柚衣・猪浦春香
ベスト8
田中沙歩・佐藤花帆
ベスト16
田村真奈実・品川明里
ベスト16
小熊彩加・本多優衣
以上4ペア県総体出
場権獲得

団体戦　準優勝
2回戦3－0柏崎常盤
準決勝2－1高田北城
決勝　0－2高田商業

○県総体
個人戦
ベスト8
田村真奈実・品川明里
北信越大会、インター
ハイ出場権獲得
団体戦　ベスト8
2回戦3－0帝京長岡
3回戦2－1三条
準々決勝0－2北越

【卓球部】
◆男子
○春季上越地区大会
学校対抗戦8位
シングルス戦
ベスト8　新保雄也
県総体出場権獲得

○県総体
ダブルス戦
ベスト16　新保･佐藤ペア
出場　　　桜井･栗田ペア

シングルス戦
15位　新保雄也

◆女子

○春季上越地区大会
学校対抗戦4位
県総体出場権獲得

シングルス戦	
ベスト16　高橋沙弥
　　　　　松木　礼
　　　　　村田玲菜
ベスト24　関矢千乃
　　　　　澤田理央
　　　　　寺澤茉奈香
以上6名県総体出場
権獲得

○県総体
学校対抗戦
1回戦3－0国際情報
2回戦0－3開志国際

ダブルス戦　出場
安中･高橋　村田･松木
関矢･佐藤

シングルス戦出場上記
6名

【バドミントン部】
◆男子
○春季地区大会
シングルス1位
　佐々木葉
ダブルス　3位
佐々木葉･水品龍馬

○県総体
学校対抗戦
2回戦3－0西新発田
3回戦3－0糸魚川
4回戦0－3佐渡総合

シングルス　出場
佐々木葉

ダブルス　出場
　佐々木葉･水品龍馬
◆女子
○春季地区大会
ダブルス　1位
　小笠原葵・北村奈緒
○県総体
学校対抗戦

2回戦3－1小千谷西
3回戦1－3村上

ダブルス　ベスト8
小笠原葵・北村奈緒

【テニス部】
◆男子
○県総体
団体1回戦0－3村上桜ヶ丘
◆女子
○春季地区大会
シングルス
準優勝　須田千晴
第3位　　小田知世
ベスト8　志賀　南
　　　　内川綾菜
ベスト16　新澤莉菜

ダブルス
準優勝
　須田千晴･室井英菜
ベスト4
　志賀南･新澤莉菜
ベスト8
　内川綾菜･小田知世
　新沢彩乃･田中祐衣
　近藤梨乃･湯本真奈

○県総体
団体　ベスト8
2回戦2－1長岡工業
3回戦2－1直江津中等
準々決勝0－2新潟第一

【弓道部】
○県総体
個人男子　準決勝進出
　大橋和央　矢部啓太

【写真部】
○高文連写真専門部
第22回撮影大会
最優秀賞　小黒凌輔
入選　　　白井聖也
　　　　　横村百音

【吹奏楽部】
○第14回演奏会開催
　3月31日アルフォーレ
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茶
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柏中柏高同窓会新聞
発行代表者
土		田		新		吾
印		刷		所

㈱柏崎インサツ

題　字
近　藤　禄　郎　氏

同
封
の

「
住
所
不
明
者
連
絡
カ
ー
ド
」
の

　
　
消
息
欄
に
て
、
ご
存
知
の
方
の

　
　
　
整
理
番
号
・
氏
名
・
住
所
を

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

入
学
し
た
年
の
十
二
月

「
服
装
自
由
化
宣
言
」
の
下
、

制
服
が
廃
止
に
な
り
ま
し

た
。
服
装
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
自
主
性
尊
重
の
校
風

で
、
先
生
方
も
勉
強
を
強
要

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
そ
れ
に
伴
う
責
任
を

皆
無
意
識
に
自
覚
し
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
自
分
は
と
い

う
と
早
々
進
路
に
つ
い
て
楽

な
方
向
に
舵
を
切
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
頑
張
る
級
友

を
尻
目
に
受
験
勉
強
も
せ
ず

運
動
部
に
籍
を
置
く
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ

で
良
い
と
思
う
反
面
、
後
ろ

め
た
さ
も
あ
り
「
う
ま
く
言

え
な
い
気
持
ち
」
を
抱
え
な

が
ら
、
た
だ
流
れ
て
い
く
時

間
に
焦
り
を
感
じ
る
毎
日
で

し
た
。

　

三
年
で
図
書
委
員
に
な
り

ま
し
た
。
米
峰
会
館
の
位
置

に
あ
っ
た
図
書
館
は
、
木
造

校
舎
に
似
合
う
落
ち
着
い
た

佇
ま
い
の
建
物
で
し
た
。
本

に
囲
ま
れ
、
受
験
勉
強
に
励

優
し
さ
と
居
場
所

当
番
幹
事
　
小
林
眞
実
子
（
高
28
回
）

む
級
友
を
眺
め
つ
つ
、
カ
ウ

ン
タ
ー
で
ぼ
ん
や
り
し
て
い

る
時
間
は
安
ら
ぎ
で
し
た
。

　

高
二
十
八
回
生
は
在
校
時

一
回
の
文
化
祭
を
三
年
で
再

度
開
催
。
あ
る
ク
ラ
ス
は
当

日
中
庭
の
池
掃
除
ま
で
行
う

な
ど
ユ
ニ
ー
ク
で
行
動
的
な

学
年
で
し
た
が
、
他
者
の
苦

悩
を
自
分
の
身
に
振
り
替
え

る
こ
と
の
で
き
る
心
優
し
い

仲
間
ば
か
り
で
し
た
。「
ど

ん
な
生
徒
に
も
居
場
所
が
あ

る
」
こ
れ
か
ら
も
母
校
が

そ
ん
な
高
校
で
あ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
仕
事
の
関

係
で
柏
崎
を
離
れ
、
遠
い
空

の
下
で
一
人
日
々
過
ご
し
て

い
ま
す
。
当
番
幹
事
と
い
う

立
場
で
あ
り
な
が
ら
、
何
も

で
き
ず
非
常
に
心
苦
し
い
で

す
が
、
他
の
幹
事
の
が
ん
ば

り
に
大
変
感
謝
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
一
人
暮
ら
し
は

約
三
十
年
ぶ
り
で
す
が
、
月

一
回
は
柏
崎
に
帰
省
す
る
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
さ
す
が

に
学
生
の
時
の
一
人
暮
ら
し

と
は
些
か
違
う
感
じ
で
は
あ

り
ま
す
。
今
思
え
ば
、
私
に

と
っ
て
高
校
時
代
は
正
に
青

春
真
っ
た
だ
中
、
か
け
が
え

の
な
い
時
間
だ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
の
当
時
の
学

友
達
・
先
生
方
の
お
陰
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
の
頃
流

行
っ
た
音
楽
が
聴
こ
え
た
り

す
る
と
、
高
校
時
代
の
懐
か

し
い
思
い
出
が
浮
か
ん
で
き

ま
す
。
柏
崎
を
離
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
強
く
意
識
し
て

し
ま
う
の
か
も
。
い
や
、
単

に
年
を
取
っ
た
だ
け
で
す
ね
。

　

さ
て
、
我
ら
高
三
十
四
回

の
同
期
会
を
開
催
し
て
、
早

十
年
が
経
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
あ
の
時
誓
っ
た
次

の
開
催
は
、
目
途
も
立
っ
て

い
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て

い
ま
す
が
、
同
窓
会
へ
の

参
加
や
幹
事
の
集
会
な
ど
を

通
し
て
、
少
し
ず
つ
ま
た
高

三
十
四
回
の「
キ
ズ
ナ
」を
強

め
、
実
現
で
き
た
ら
い
い
な

あ
と
、
遠
い
空
の
下
で
考
え

て
い
ま
す
。

た
び
の
空
か
ら

当
番
幹
事
　
関 

矢 

博 

明
（
高
34
回
）

　

今
春
の
異
動
に
よ
り
、
上

越
市
に
あ
り
ま
す
高
田
農
業

高
等
学
校
か
ら
着
任
し
ま
し

た
。
柏
崎
市
の
勤
務
は
初
め

て
の
経
験
で
す
が
、
水
泳
を

し
て
い
た
関
係
で
何
度
も
訪

れ
、
何
人
か
の
同
窓
の
方
と

も
交
流
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
異
動
は
何
か
縁
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、日
頃

か
ら
学
校
の
教
育
活
動
に
ご

理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

創
立
百
十
八
年
の
伝
統
校

着
任
の
ご
挨
拶

校
長　

熊 

倉 

　 

肇

に
勤
め
、
自
主
自
律
、
右
文

尚
武
な
ど
の
校
風
や
伝
統
を

感
じ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら

の
こ
と
が
引
き
継
が
れ
大
切

に
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
同
窓

の
方
が
誇
り
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　

生
徒
の
活
動
か
ら
は
、
生

徒
の
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま

す
が
、
更
に
伸
ば
し
、
引
き

出
す
と
と
も
に
、
人
間
性
豊

か
で
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の

変
化
に
対
応
し
、
地
域
に
も

貢
献
で
き
る
よ
う
、
人
と
し

て
の
成
長
も
目
指
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、こ
れ
ま
で
の
校

風
や
伝
統
を
継
承
し
、
進
路

や
部
活
動
等
に
お
け
る
実
績

を
継
続
、
向
上
を
図
り
な
が

ら
、
今
後
の
社
会
状
況
の
変

化
に
伴
う
新
た
な
教
育
課
題

へ
の
対
応
に
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

会
長
の
土
田
様
始
め
同
窓

会
の
皆
様
に
は
、今
後
と
も

学
校
の
取
組
に
ご
理
解
、ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

８月４日（土）／柏崎市産業文化会館
記念文化講演会〔文化ホール（１F）〕（一般公開･入場無料）

  （開　場：14：00）
 　講演会：14：30 ～ 16：00
総　会・懇親会〔大ホール（3F）〕（会費3,500円）

  （開　場：16：00）
 　母校吹奏楽部演奏：16：35 ～
 　総　会：17：00 ～
 　懇親会：18：00 ～ 20：00
　　　　　　　　　　 招待恩師
　　•近藤　　亘 先生〔英語〕（1991-2000）
　　•丸山　　実 先生〔保体〕（1990-2000）

柏中・柏高同窓会 総会
2018年

●講 師 紹 介
　

▲

新潟県柏崎市出身。県立柏崎高等学校、昭和大学薬学部卒。
　　薬剤師、臨床検査技師。広島県在住。
　　1994年より海外での医療支援および交流活動開始。
　　2010年アニメ「ジュノー」を完成。
　

▲

受賞
　　第９回ヨーロッパアニメ映画祭「バルカニマ2012」
 （セルビア・ベオグラード市）
　　“Animation Day in Cannes” （仏・カンヌ市）
　　“4th Montreal International Animation Film Festival”
 （カナダ・モントリオール市）
　　“World of Film: International Festival Glasgow” 
 （英国・グラスゴー市）
　　“Smile International Film Festival for Children & Youth”
 （インド・ニューデリー市）
　

▲

著書　絵本「ジュノー」／「イラン毒ガス被害者とともに」
　（津谷氏については、本紙３面｢がんばれ！同窓生｣でも紹介されております）

●演　題　「心の薬」
●講　師　NPO法人モースト理事長  津谷 静子 氏 (高25回卒）

記念文化講演会

　

さ
る
四
月
二
十
三
日
に
同

期
の
緊
急
会
議
を
開
い
た
。

議
題
は
八
月
四
日
（
土
）
の

柏
中
・
柏
高
同
窓
会
の
記
念

文
化
講
演
会
の
講
師
の
最
終

選
考
で
あ
っ
た
。

　

三
年
前
の
同
窓
会
二
次
会

で
も
同
じ
蒔
之
鼓
の
同
じ
部

屋
に
集
ま
っ
て
、「
誰
が
い

い
、
ま
ず
候
補
を
あ
げ
て
み

よ
う
」
と
、
三
年
後
の
計
画

は
始
動
し
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、総
意
と
し
て『
津

谷
静
子
さ
ん
』
に
絞
ら
れ
た

が
、
正
直
私
は
知
ら
な
か
っ

た
。
恥
ず
か
し
か
っ
た
。

　

即
日
、
実
弟
を
通
じ
現
在

も
イ
ラ
ン
で
医
療
支
援
活
動

を
継
続
中
の
本
人
に
連
絡
を

取
り
、承
諾
を
い
た
だ
い
た
。

　

津
谷
さ
ん
は
、
過
去
に
ス

イ
ス
医
師
の
生
涯
を
描
い
た

ア
ニ
メ
映
画
『
ジ
ュ
ノ
ー
』

の
制
作
も
手
掛
け
た
が
、
今

度
は
逆
に
支
援
い
た
だ
い
た

イ
ラ
ン
の
方
々
が
津
谷
さ
ん

の
映
画
を
つ
く
ろ
う
と
動
き

出
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
八
月
四
日
の
記

念
文
化
講
演
会
に
も
現
地
の

ス
タ
ッ
フ
が
同
行
し
て
密
着

取
材
を
計
画
中
と
か
…
。

　

そ
ん
な
展
開
と
な
り
、
無

知
な
私
ま
で
ワ
ク
ワ
ク
し
て

同
期
の
誇
り

当
番
幹
事
長
　
白 

川 

信 

彦
（
高
25
回
）

き
た
。
出
身
中
学
校
も
違
う

私
は
顔
も
ほ
ど
ん
ど
知
ら
な

い
が
、『
同
期
の
誇
り
』と
し

て
当
日
は
お
迎
え
し
た
い
。

　

ぜ
ひ
高
二
十
五
回
卒
の
皆

さ
ん
、
八
月
四
日
は
津
谷
さ

ん
の
講
演
が
あ
る
産
業
文
化

会
館
文
化
ホ
ー
ル
に
集
ま
り

ま
し
ょ
う
。
そ
の
後
は
津
谷

さ
ん
を
囲
ん
だ
パ
ー
テ
ィ
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
他
の
期
の
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■会員の「住所変更・訂正」「物故」の連絡は、上記の
　①郵便　②ファックス　③Ｅ・メールでお願いいたします。
■正確を期すため、④電話での連絡はできるだけ避けてください。
■特に、「物故」の連絡は、必ず ① ② ③ でお願いいたします。

① 郵 便 〒945-0065 柏崎市学校町4-1
　　　新潟県立柏崎高等学校
　　　柏中・柏高同窓会 事務局

② ファックス 0257（35）7838
③ Ｅ・メール dotoh@kzh.biglobe.ne.jp
④ 電　話 0257（35）7839

連絡先
事務局より

（事務局より）

母
校
の
今
年
度
進
路
状
況

　

柏
崎
高
等
学
校
の
平
成
30
年
大
学
入
試
の
結
果
が
ま

と
ま
っ
た
。
卒
業
生
178
名
中
、
国
公
立
大
学
進
学
者
は

59
名
、
私
立
大
学
進
学
者
は
79
名
、
短
期
大
学
11
名
、

専
門
学
校
17
名
、
就
職
2
名
、
そ
の
他
10
名
と
い
う
結

果
と
な
っ
た
。
四
年
制
大
学
と
短
期
大
学
を
合
わ
せ
た

大
学
等
進
学
率
は
83
・
7
％
で
、
昨
年
よ
り
３
・
７
％

上
昇
し
た
。
難
関
国
立
大
学
は
一
橋
大
学
1
名
、
東
北

大
学
3
名
、
筑
波
大
学
1
名
の
5
名
、
準
難
関
大
に
千

葉
大
学
1
名
、
そ
の
他
、
金
沢
大
学
に
3
名
進
学
す
る

な
ど
健
闘
し
た
。
定
員
厳
格
化
に
起
因
す
る
私
大
の
難

化
に
よ
り
、
首
都
圏
志
向
は
若
干
薄
れ
、
手
堅
く
地
方

国
公
立
大
学
を
志
望
す
る
傾
向
が
顕
著
と
な
っ
て
き
て

お
り
、
県
内
大
学
へ
の
進
学
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
大

学
別
の
進
学
者
数
は
次
の
通
り
。

[国公立大学] 大　学 進学
神奈川工科 1
鎌倉女子 1
東京工科 1
新潟医療福祉 5
新潟工科 1
新潟産業 1
新潟食糧農業 1
新潟青陵 3
新潟薬科 4
金沢工業 3
金沢青稜 1
北陸 1
岐阜医療科学 1
名城 1
大谷 1

大　学 進学
青森公立 2
弘前 1
東北 3
宮城 1
秋田 1
山形 1
福島 1
茨城 2
筑波 1
群馬 1
高崎経済 1
前橋工科 2
埼玉 1
千葉 1

大　学 進学
一橋 1
長岡技術科学 3
新潟 14
新潟県立 4
新潟県立看護 2
富山 4
富山県立 1
金沢 3
都留文科 1
山梨県立 1
信州 1
長野 2
静岡 1
山口 2

大　学 進学
山形県立米沢女子短大 1
大月短大 3
新潟青陵大短期大学部 3
新潟中央短大 1
日本歯科大新潟短大 2
池坊短大 1

［私立大学］
大　学 進学

東北医科薬科 1
奥羽 1
白鴎 2
埼玉工業 1
獨協 1

大　学 進学
文教 2
千葉科学 1
千葉工業 3
千葉商科 1
北里 1
國學院 2
国士館 1
駒澤 3
実践女子 1
専修 2
創価 1
大東文化 1
中央 1
津田塾 1
多摩美術 2

大　学 進学
帝京 1
東京医療学院 1
東京家政 1
東京経済 1
東京造形 1
東京未来 1
東洋 2
日本 5
日本女子 1
法政 2
武蔵野 1
武蔵野美術 1
明治学院 2
立教 1
神奈川 3

[短期大学]

転
出
者
・
退
職
者

職　名 教科(科目)等 氏　名 転出先等
校　長 藤 井 泰 昭 定年退職　
教　頭 岡 田 淳 新潟西高校
教　諭 地歴公民 藤 原 圭 高田南城高校
教　諭 地歴公民 樋 口 元 糸魚川白嶺高校
教　諭 数学 藤 田 明 栃尾高校
教　諭 数学 川 上 泰 史 正徳館高校
教諭(再任用） 理科（化学） 井 部 利 光 退職　高田高校
教　諭 理科（物理） 渡 辺 和 恵 羽茂高校
教　諭 保健体育 大 越 篤 新潟向陽高校
教　諭 英語 伊 藤 修 一 定年退職　長岡高校
教　諭 英語 小山よしみ 長岡工業高校
常勤講師 保健体育 砂 原 拓 翔 退職　富山県へ
非常勤講師 数学 渡 邊 晃 退職
非常勤講師 英語 宮 島 俊 郎 退職
学校技術員 平 野 忍 定年退職　柏崎翔洋中等教育学校
庶務係長 渡部津栄武 農業総合研究所
一般非常勤職員 石 黒 順 子 退職
一般非常勤職員 柴 野 優 子 退職

転
　
入
　
者

職　名 教科(科目)等 氏　名 転入元等
校　長 熊 倉 肇 高田農業高校
教　頭 田 中 健 新発田高校
教　諭 地歴公民 和 田 光 浩 長岡高校
教　諭 地歴公民 風 間 春 菜 十日町高校
教　諭 数学 中 原 健 二 栃尾高校
教　諭 数学 手塚小太郎 六日町高校
教諭(再任用） 数学 飯 田 稔 高田高校
教　諭 理科（化学） 吉 樂 雅 典 十日町高校
教　諭 理科（物理） 大 竹 友 長岡大手高校
教　諭 保健体育 猪 爪 正 和 長岡工業高校
教　諭 英語 色部由佳理 津南中等教育学校
教　諭 英語 長 原 裕 子 高田高校
常勤講師 保健体育 平 田 一 成 新採用

一般非常勤職員 白 井 辰 夫 新規
庶務係長 五十嵐 勉 南魚沼振興部
一般非常勤職員 大橋久美子 新規
一般非常勤職員 皆 川 恵 子 新規

平成29年度末・30年度初 新潟県立柏崎高等学校人事異動
　

四
月
、「
イ
チ
ニ
ー
サ
ン

シ
ー
」
と
、
先
輩
達
が
柏
高

体
操
を
一
年
生
に
披
露
し
て

い
た
。
当
然
だ
が
、
こ
の
体

操
を
柏
高
生
は
三
年
間
行
う

の
だ
。
完
璧
と
は
い
か
な
い

が
、
途
中
、
や
や
難
し
い
動

き
が
入
っ
て
い
る
の
は
何
年

経
っ
て
も
忘
れ
な
い
。
全
て

の
高
校
に
学
校
独
自
の
体
操

が
あ
る
と
思
っ
て
い
た
時
期

が
あ
る
が
、
そ
れ
が
違
う
と

わ
か
っ
た
時
は
驚
い
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
他
の
学
校
に
は

な
い
、柏
高
独
自
の
新
旧
様
々

な
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
い

く
の
だ
ろ
う
。

編
集
後
記

各部活動の足跡

北信越大会出場
ソフトテニス部女子
陸上部

インターハイ出場
ソフトテニス部女子


